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3)各群を処置後、 6, 12, 24週間後に処理し、肉眼的、組織学的評価を行った。
4)軟骨全屑欠損のみの群では、処理後2 4週においても、腺雄性骨様組織で一部雇われてい
たが、コラーゲンゲルのみの処置群では、軟骨下骨まで軟骨様組織の形成が認められた。
5)一方、 MSC群では軟骨下骨の形成を認め、組織学的には軟骨と一体化していた。
本論文は、霊長類を用いて間英系幹細胞の軟骨再生に対する効果を検証したものであり、最
終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値する
ものと認められた。
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